
 介護給付適正化に関する状況や事例等について【兵庫県】 

 概要 

兵庫県では、県内４１市町において、都市部や過疎地域など幅広く、県から市町に対する個

別支援の必要性が大きい状況である。令和６年度には、ケアプラン点検の支援、見える化シス

テムの個別支援、市町を交えた意見交換会を実施。令和７年度では、令和６年度に実施した取

組から見えてきた課題に対し、新たにケアプラン点検アドバイザー派遣事業、給付適正化シス

テムの活用支援を追加し、実施していく予定。 

 

 実施状況 

【令和６年度】 

○ケアプラン点検の支援 

 ・現場を知るため県担当者が、市町がケアプラン点検の一環として行う研修や面談に同席 

  ・ケアプラン点検事業の適正な実施を図るために必要な知識の習得・向上を目的に、ケアプラ

ン点検研修を実施 

○見える化システムの個別支援 

市町ごとの地域分析実施状況の差のフォローするため、支援を希望した市町にヒアリングを

行い、地域包括ケア「見える化」システムの活用により、地域分析方法や適正化の取組につい

て助言を行う。 

○市町を交えた意見交換会 

市町・国保連・県の３者間の連携強化を目的に、国保連と共催で実施。 近畿ブロック研修会

の伝達を行い、好事例発表により横展開を図る。 

 

【令和７年度（予定）】 

・保険者におけるケアマネジメントの適正化の取組を支援・強化することを目的に、ケアプラン

点検の支援として、ケアプラン点検アドバイザー派遣事業を新たに実施。 

・地域課題の分析等を促し、 適正化事業の質の向上や給付費等の地域差の要因を探り、それぞれ

に必要な改善策を図ることを目的に、個別支援を希望する市町向けに国保連と共に訪問し、給

付適正化システムや見える化システムの活用方法について助言や指導を行う。 
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